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各
地
域
毎
に
中
学
生
と
そ
の
保
護
者
な
ど

を
対
象
と
し
た
『
道
立
高
等
学
校
通
学
区

域
改
善
案
に
つ
い
て
の
意
見
を
聞
く
会
』

を
開
催
す
る
ほ
か
、
北
海
道
教
育
委
員
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
、
各

教
育
関
係
団
体
か
ら
の
意
見
聴
取
な
ど
を

行
い
、
広
く
道
民
の
み
な
さ
ん
の
意
見
を

聞
い
て
改
善
策
を
決
定
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

※
２
…
１
間
口
は　

人
と
し
て
計
算
さ
れ

40

　

ま
す
。

　

市
は
、
平
成　

年
度
に
設
置
が
予
定
さ

17

れ
る
中
等
教
育
学
校
が
、
登
別
に
ふ
さ
わ

し
い
学
校
と
な
る
よ
う
、
ま
た
、
市
内
公

立
高
等
学
校
の
統
合
・
再
編
が
市
民
の
み

な
さ
ん
か
ら
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
も
の

と
な
る
よ
う
に
、
北
海
道
と
密
接
に
連
絡

を
取
り
、
情
報
提
供
に
努
め
る
と
と
も
に
、

市
関
係
機
関
や
市
民
の
み
な
さ
ん
の
意
見

を
伺
い
な
が
ら
要
望
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
市
は
道
立
中
等
教
育
学
校
の
設

置
・
運
営
に
向
け
て
、
市
民
参
加
に
よ
る

支
援
組
織
の
設
置
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

中高一貫教育と公立高等学校の
再編に関するお問い合わせは、　　

教育委員会総務課
　 �○８８ １１００
FAX○８５ ９７４４

　Ｅメール：kyoisoumu@city.
　noboribetsu.hokkaido.jp
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中中中中中中中中中中学学学学学学学学学学校校校校校校校校校校卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒業業業業業業業業業業生生生生生生生生生生中学校卒業生（（（（（（（（（（見見見見見見見見見見込込込込込込込込込込みみみみみみみみみみ））））））））））（見込み）のののののののののの推推推推推推推推推推移移移移移移移移移移の推移
■北海道内
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（単位：百人） 

登
別
に
ふ
さ
わ
し
い
中
等

教
育
学
校
と
す
る
た
め
に

胆振第１学区全日制高校の
間口・在籍者数（平成１５年度）

　学 校 名　　　　間口　　定員　　在籍者数
室蘭栄高校　　　　　６　　　２４０　　　２３８
室蘭清水丘高校　　　６　　　２４０　　　２３５
室蘭東高校　　　　　４　　　１６０　　　１５６
室蘭商業高校　　　　４　　　１６０　　　１３１
室蘭工業高校　　　　６　　　２４０　　　２２６
登別高校　　　　　　２　　　　８０　　　　６１
登別南高校　　　　　４　　　１６０　　　１５７
　合　計　　　　　３２　 　１,２８０　　 １,２０４

　学 校 名　　　　　　　　定員　　在籍者数
室蘭大谷高校　　　　　　　２６０　　　１１５
海星学院高校　　　　　　　１２０　　　　５２
登別大谷高校　　　　　　　１８０　　　１１５
　合　計　　　　　　　　　５６０　　　２８２

現　　　　　　　　　　　　　　行
改　善　案

通学区域就学すべき高等学校学　　区

室蘭市、登別市　
室蘭栄、室蘭清水丘、室蘭東、
登別、登別南　　　　　　　　

胆　　振
第１学区胆　　　振

西　学　区 伊達市、豊浦町、虻田町、
洞爺村、大滝村、壮瞥町　

伊達、伊達緑丘、豊浦、虻田　
胆　　振
第４学区

『『『『『『『『『『道道道道道道道道道道立立立立立立立立立立高高高高高高高高高高等等等等等等等等等等学学学学学学学学学学校校校校校校校校校校通通通通通通通通通通学学学学学学学学学学区区区区区区区区区区域域域域域域域域域域改改改改改改改改改改善善善善善善善善善善案案案案案案案案案案』』』』』』』』』』『道立高等学校通学区域改善案』
■登別市関係部分抜粋

（注）１. 昭和６０年～平成１５年は実卒業者数
　　　２. 平成１７年から平成２３年は学校基本調査による推計

※全日制課程普通科の通学区域が拡大するもので、全日制課程の専門学科と総合学科、定時制課程、
　通信制課程の通学区域については、現行のとおり道内全域です。

公立高等学校 

私立高等学校 


